
国の補助金を活用して
　　　　　を始めましょう！省エネ

三菱電機グループは、
まとめてお客様のご要望に

お応えできます！

総
額6060から申請可能

万円

［ 事業名 ］
令和６年度補正 省エネルギー投資促進支援事業費補助金（Ⅲ、Ⅳ）

経済
産業省

詳しくは、補助事業執行団体一般社団法人
環境共創イニシアチブ（SII）のウェブページをご覧下さい。

三菱電機グループの指定設備例※です。
※公募内容によって今後変更になる可能性がございます。一般社団法人環境共創イニシアチブ（SII）の
ウェブページにて掲載される補助対象設備一覧をご確認ください。

ファイナンスや補助金に関するお問い合わせはこちらへ

■ 電力計測・見える化装置

■ ユーティリティ設備

三菱電機フィナンシャルソリューションズ株式会社 https://www.mefs.co.jp/

省エネ支援アプリケーション
EcoAdviser(AI診断版)

電子式マルチ指示計器
ME110Gシリーズ MDU ブレーカー

MELSEC iQ-R シリーズ
電力計測ユニット

電力量計
M8FMシリーズ

産業/ 工場向け
監視・制御システム

省エネデータ収集サーバ
EcoServerⅢ

エネルギー計測ユニット
EcoMonitorPlus

エネルギー計測ユニット
EcoMonitorLight

高効率空調

冷凍冷蔵設備 産業用モーター 制御機能付きLED 照明器具

産業ヒートポンプ 業務用給湯器

※中小企業がⅣ型に応募する場合

※

補助金限度額

設備単位型Ⅲ エネルギー需要最適化型Ⅳ

補助対象 省エネ効果の高い設備
（指定設備）への更新

設備費 設計費・工事費・設備費

1／3

上限：1億円 上限：1億円　下限：30万円

指定EMS
EMS：エネルギーマネージメントシステム

補助対象経費

補助率 大企業：1／3　中小企業：1／2
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三菱電機グループ 省エネ補助金活用ご提案チラシ

〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目7番3号〈東京ビル〉



Ⅲ  「設備単位型」 省エネ効果の
高い設備に更新したいお客様に最適

■ さまざまな業種で、それぞれに適した
　 高効率の設備へ更新することが可能です。

※対象となる設備は、SIIが定める基準を満たす設備区分の製品に限ります。 ※指定設備は、下記いずれかの省エネ
要件を満たすことが必要です。① 省エネ率：10％ 以上 ② 省エネ量：1Kl 以上 ③ 経費当たり省エネ量：1Kl/ 千万円

［ 工場 ］ ［ 福祉施設 ］ ［ オフィス ］

産業用モーター 業務用給湯機 ビル用マルチエアコン

Ⅳ  「エネルギー需要型最適化型」
見える化から始めたいお客様に最適

■ EcoAdviser、EcoSeverⅢを活用し、
　 計測データを自動で収集、AI 技術を
　 活用しながら、エネルギーデータの
　 分析・改善を支援します。
エネルギーの計測

エネルギーデータ収集
制御レベル通報

エネルギーロスを分析
改善活動を実施

EcoMonitorLight EcoMonitorPlus MDUブレーカー

EcoServerⅢ EcoAdviser汎用PC

Ⅲ型とⅣ型をセットで、省エネへの取り組みを進めたいお客様に最適プラン

生産設備と空調の電力の見える化・省エネ改善 ■ 空調機更新＋EcoAdviser＋SA1-Ⅲ 導入

生産設備

MDU
ブレーカー

EcoMonitor
Light

分電盤 EcoMonitor
Plus

省エネ効果の高い空調機に更新 エネルギーの計測

空調制御による省エネ改善 ■ 空調機更新＋空調集中コントローラー＋SA1-Ⅲ 導入

省エネ効果の高い空調機に更新

すでに電力監視に取り組まれているお客様向け

■ 将来に向けてカーボンニュートラルを実現する設備監視・制御

生産設備

ユーティリティ
設備

STEP1
生産設備の

エネルギーロスを自動抽出

EcoServerⅢ デマンド監視・制御

Ⅲ Ⅳ

SA1-Ⅲ EcoAdviser

温度設定を
2℃上げて！

AE-CZJ

SA1-Ⅲ

EcoAdviser

STEP2
SA1-III 導入で全体監視・制御

STEP3
ネット接続で遠隔監視

エネルギーデータ

分電盤

エネルギーデータ
設備の稼働データ

エネルギーデータ収集・
空調設備の
エネルギー分析

生産設備の
エネルギー分析

エネルギー見える化
データ収集
デマンド監視

三菱電機グループがお勧めする省エネプランです！

例

※AE-CZJはSA1-Ⅲと連携の場合のみ補助対象
※AE-CZJ は2025 年上期にEcoSereverⅢと接続予定


